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心豊かな相談役を目指して

民生委員児童委員協議会　定例研修会

　３月２３日，民生委員児童委員協議会定例研修会が

鶴田中央公民館で行われました。

　これは，委員の資質向上のため年間を通して行われ

る研修会のひとつで委員約９０人が参加しました。

　研修会では，本町鶴田出身の元薩摩川内市教育長で

ＮＰＯ日本教育カウンセラー協会鹿児島県支部長の石

塚勝郎氏が「心豊かに前向きの人生を」という演題で

講演され，幼少時代の体験や母親の介護体験などを基

に「相談を受ける者が心豊かでないといけない」と話

されました。

　また，今回は財政課長から町民一人当たりの貯金・

借金残高など町の財政状況についての説明を受け，委

員からは，厳しい財政状況になった要因や更なる行財

政改革を求める意見が出されました。
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　３月２５日と４月１日，泊野観光たけのこ園が開園されました。

　このイベントは泊野区活性化委員と泊野地区筍生産組合が主催し，

今年で１５回目を迎える本町の恒例行事です。

　今年は、約１７０人の参加があり，遠くは福岡県からの参加者もい

ました。

�たけのこ掘りでは地元生産者の協力をもらいながら，不慣れな山鍬

を一生懸命使ってたけのこを収穫する風景が見られました。

　鹿児島市からおばあちゃんと参加した橘木健太くん（小学５年）は

「たけのこ掘りは初めての体験です。掘るのは難しく大変だが，上手

く採れたときは，うれしい」と，たけのこ掘りを楽しんでいました。

　たけのこ掘りの後は、泊野地

区林業集会所で，地元女性グル

ープが丹精込めて作った「たけ

のこ料理」を味わいながら，

「みやんじょ五ッ太鼓雲母流」

の演奏や，おいしい「きらら

米」が当たる抽選会も行われ大

いに盛り上がりました。

�また会場では，地元農産物販

売や餅つき，味噌作り体験（Ｊ

Ａさつま協力）などもあり，参

加者は地元住民と交流を深めな

がら楽しんでいました。
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